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編
集
後
記

議
会
を
傍
聴
し
よ
う

江
津
市
議
会
で
は
皆
さ
ん
の

傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
傍
聴
を
ご
希
望
の
方
は
、

議
会
開
催
日
に
本
庁
３
階
の

議
会
事
務
局
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

議
会
へ
参
加
し
よ
う

市
政
に
対
し
て
意
見
や
要
望

が
あ
れ
ば
、
議
会
へ
請
願
・

陳
情
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
願
の
場
合
は
市
議
会
議
員

の
紹
介
が
必
要
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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請
願
・
陳
情
締
切
／
２
月
18
日
午
前
中
ま
で

次
回
３
月
定
例
会 

　
令
和
２
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

日
本
の
み
な
ら
ず
、世
界
中
が
翻
弄
さ
れ
た

一
年
で
し
た
。

 

　
こ
の
厄
介
な
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
に
、負

け
る
わ
け
に
い
き
ま
せ
ん
。ウ
イ
ル
ス
の
詳

細
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、確
実
に
言
え
る
こ

と
は
、一
人
ひ
と
り
が
マ
ス
ク
の
着
用
や
徹

底
し
た
手
指
の
消
毒
、大
人
数
で
の
会
食
を

控
え
る
な
ど
、で
き
る
こ
と
を
確
実
に
実
行

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
長
い
闘
い
に
な
り
、少
し
疲
れ
て
き
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、も
う
少
し
で
ワ
ク

チ
ン
が
日
本
で
も
打
て
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。も
う
少
し
で
暖
か
い
春
も
や
っ
て
き
ま

す
。新
し
い
希
望
に
萌
え
て
、今
年
も
、頑
張

り
ま
し
ょ
う
。　
　  

　
　
　  （
永
岡 

静
馬
）

※開始時間は予定です。

市
議
会
だ
よ
り
は

こ
ち
ら
か
ら
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津宮小学校マーチングバンド6年生

議員活動レポート
12月22日（火）に江津中学校３年生と市議会で、議員はどのような
仕事をしているのかという主権者教育と、江津市の良い点や問題点
を考える「合同ミーティング」を行いました。江津市議会が昨年９月
末に作成し、全戸配布した「チャレンジ江津市議会」のチラシが縁
で、社会科の齊藤先生が江津市議会に対する生徒からの要望を取
りまとめ、それを解決する施策や将来への展望などを、6つのグルー
プに分かれ合同ミーティング
を各クラスで行いました。
様々なご意見をいただきまし
たが、今後の議員活動の一環
として、一般質問や市長、議長
要望を作成するなど、生徒の
意見が一つでも多く実現でき
るよう努力してまいります。

この度は、本市議会副議長の栄職に
就かせていただくことになり、その責
務の重さを深く受け止めております。
今後は、議長を代理する職であるこ
とを念頭に置き、微力ながらも議会
の公正かつ適切な運営と市政の発
展に心がけ、市民の皆様の負託に応
えるべく尽力してまいりますのでどう
ぞご支援・ご鞭撻をいただきますよ
うお願い申し上げ、就任の挨拶とさ
せていただきます。　　　

副議長
就任

江津中学校での授業

藤間 義明
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補正予算額　1500万円（総額216億8223万円）
ひとり親世帯へ再度、臨時特別給付金の基本給付を支給する。

令和２年度    一般会計補正予算
（第11号）

新型コロナウイルス感染症対策費、
7月豪雨災害対策費、小中学校などの維持補修費など計上
補正予算額　1億8481万円（補正後総額216億6723万円）
有福温泉公衆浴場減収負担金

600万円
新型コロナウイルス感染症の影響で、減収となっ
た旧有福村有財産共同管理組合への負担金。

赤字補填は今後のスタンダードなのか、今回
が特別なことなのか。

問

規約では、運営費は入浴料収入、構成市の負
担金などとなっている。今回は緊急的な措置
で、新型コロナの影響が長期化し、収支不足
になれば同様の負担となる。

答

委員質疑

災害対策費(塵芥処理費）

1871万円
被災建物の公費解体・撤去にかかる委託料。

今回、12件が解体意向を示したとのことだが、
2年前との条件の違いは何か。

問
2年前は、周辺道路などへの影響を調査し対
象はないものと認識。今回は、災害廃棄物処
理事業の補助対象拡大の事務連絡を受け、
判断材料が異なっている。

答

委員質疑

神楽団体等支援補助金

450万円
活動維持の経費の3分の2（上限30万円）を補助。

神楽団体以外の面や衣装の事業所支援は。問
事業所としては、持続化給付金で支援。神楽
団体支援で、神楽面・衣装などに注文が行く
事で支援につながる。

答

委員質疑

公共ネットワーク事業

2467万円
ＧＩＧＡスクール構想実現に向けた、高速大容
量の通信環境の整備事業。

防災情報伝達システム整備事業

3889万円
デジタル防災行政無線再送信局の増設などに
伴う工事費の増額と新庁舎への移転費。

令和２年度　  一般会計補正予算
（第10号）

【最終日追加提案】

令和２年 第7回定例会

職員、一般職の任期付き職員および会計年度
任用職員の期末手当を改正

職員の給与に関する条例等の一部を改正議案第61号 可決可決

地中埋設物処分費、１階天井ルーバー施工、
議会システムなどの追加発注

補正予算額　1億4118万円（変更後契約額27億5368万円）

新庁舎の工事請負契約を変更するものだが、もともと日本共産党江津市議団は、
新庁舎について「防災対策のはずが、現庁舎よりも海岸線に近い低地に立地し、
津波被害を想定していない」と反対しており、それに従えば契約の変更もあるべ
きものではない。市民からも「なぜあの場所なのか」との声もあり反対。

反対 多田  伸治

「庁舎新築工事」工事請負契約の変更契約議案第62号

市民への説明は。問 広報かわらばんやホームページで行う。答議員質疑

可決可決

人事院勧告に従い市職員の期末手当を引き下げる条例案だが、正規職員に比べ、
もともと賃金などの処遇が低い非正規雇用の会計年度任用職員の期末手当も引
き下げられる。同じ行政の職場にいながら、必ずしも十分に報いられていない非正
規職員には、処遇を低下させない対応があって然るべきであり反対。

反対 多田  伸治

市内小中学校の教育ICT環境整備に必要な財産取得

通信ネットワーク環境及び端末充電保管庫の整備議案第63号

5500万円
学習用タブレット端末の購入議案第64号

7699万円
教育ネットワークサーバ増強とソフトウェアの整備議案第65号

1億2553万円

可決可決

可決可決

可決可決

令和２年 第6回臨時会（11月27日）令和２年 第6回臨時会（11月27日）
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議
長
職
は
表
決
権
な
し

　

議決結果【第6回議会臨時会】
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森
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英

鍛
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恵
巳
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脇

　悦 
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職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制定について
工事請負契約の変更契約の締結について
財産の取得について
財産の取得について
財産の取得について

執
行
部
提
案

議
長
職
は
表
決
権
な
し
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議案第66号
議案第67号
議案第68号
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議案第70号
議案第71号

議案第72号

議案第73号

議案第74号
陳 情 第１号
陳 情 第２号

陳 情 第３号
意 見 第６号
意 見 第７号

坂
手

　洋
介

植
田

　好
雄

森
川

　和
英

鍛
治 

恵
巳
子

田 

中

　利 

德

多 

田

　伸 

治

山
根 

兼
三
郎

森 

川

　佳 

英

藤 

間

　義 

明

石 

橋

　孝 

義

河 

野

　正 

行

藤 

田

　厚

田 

中

　直 

文

永 

岡

　静 

馬

森 

脇

　悦 

朗
江津市役所の位置を変更する条例の制定について
江津市立保育所条例の一部を改正する条例制定について
江津市乳幼児等医療費助成条例の一部を改正する条例制定について
江津市地域経済牽引事業の促進を重点的に図るべき区域における固定
資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例制定について
令和２年度島根県江津市一般会計補正予算（第10号）を定めることについて
令和２年度島根県江津市後期高齢者医療事業特別会計補正予算
（第２号）を定めることについて
令和２年度島根県江津市公共下水道事業特別会計補正予算（第２
号）を定めることについて
市税外収入金の督促手数料及び延滞金徴収に関する条例等の一
部を改正する条例制定について
令和２年度島根県江津市一般会計補正予算（第11号）を定めることについて
「少人数学級制度の拡充を求める意見書」を国に提出することを求める陳情
「現行少人数学級制度縮小計画の凍結を求める意見書」を県に提
出することを求める陳情
日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書の提出について
少人数学級制度の拡充を求める意見書の提出について
現行少人数学級制度縮小計画の凍結を求める意見書の提出について

執
行
部
提
案

陳
情

議
員

提
案

本会議 における 賛成・反対意見

市役所の住所をシビックセンターゾーンへ変更する条例だが、
新住所は海抜が7ｍで、現住所の17.5 ～ 23.5ｍに比べて、
10ｍ以上も低く海岸線にも近いため、今後50年以上も使って
いくことになる市役所として、津波への備えが万全ではない。
「今さら」との声もあるが、市民の安心・安全は求め続けなけ
ればならないため反対。

新庁舎への移転に伴い、江津市役所の位置を変更するもので
あり、地方自治法第4条第1項において、「地方公共団体は、
その事務所の位置を定め又はこれを変更しようとするときは、
条例でこれを定めなければならない」とされている。
新庁舎について住所地番を定め、開庁に向けて準備をしていく
ため、条例を制定することが必要であり賛成。

反対 坂手  洋介森川  佳英

江津市役所の位置を変更する条例の制定議案第66号 可決
賛成

令和3年3月末で谷住郷保育所を閉所する条例だが、谷住郷
保育所の存続が、桜江町でのまちづくりや人口減少に歯止め
をかけている市民を支え、本市の各種計画で目標とされる「住
みやすさ」「利便性の向上」に寄与し、コロナ禍や災害時に保
育所が分散していることがメリットともなる。子どもたち一人ひ
とりに行き届いた保育を提供するため反対。

厚生労働省が定める保育指針で、ある程度の集団での保育が
必要とされている。また、谷住郷保育所に通っている子ども達
は、さくらえ保育園で受け入れることが可能であり、職員も渡
津保育所に勤務できるよう雇用も確保されていることから、特
に問題ないと思える。引き続き質の高い安全な保育サービス
が提供されることを要請し賛成。

反対 石橋  孝義森川  佳英

江津市立保育所条例の一部を改正する条例制定議案第67号

賛成

可決

補正予算案には、現庁舎から新庁舎への防災無線システムの
移転費用が含まれる。日本共産党江津市議団は、新庁舎につ
いて「防災対策のはずが、現庁舎よりも海岸線に近い低地に
立地し、津波被害を想定していない」と反対しており、そのよう
な場所への防災機能の移転は、市職員や市民を危険にさらす
ことになる。東日本大震災の教訓から「想定外」は通用しない。
将来世代への責任もあり、移転費用の計上には反対。

今回の補正予算は、神楽団等支援補助金450万円などの新型
コロナウイルス感染症対策費、被災家屋の公費解体関連の
1870万円などの７月豪雨対策費、小中学校などの維持補修費
840万円など、いずれも必要な予算措置と認め賛成。

反対 河野  正行多田  伸治
令和２年度 一般会計補正予算（第1０号）議案第70号

賛成
可決

下水道の本管工事の遅れから繰り越しを行うものだが、下水道の
接続率向上が見通せないのに3億5000万円もの税金をつぎ込む
無駄遣いの公共事業で、本来は早々に打ち切るべきもの。環境へ
の配慮として汚水処理は必要だが、江津市の身の丈にあった合
併浄化槽の普及などで対応できる。繰り越しは必要な処理かもし
れないが、そもそもやるべきではない事業であるため反対。

今回の補正予算は、令和2年度予算における繰越明許費の設
定である。この要因は、新型コロナウイルス感染症予防のため、
県外の設計請負業者が本市への移動を自粛したことにより、
設計業務の遅れが生じ、令和2年度中の工事完了が困難となっ
たことによる。公共下水道事業は、江津の自然を次世代に残す
ために必要であり、最善の策と考え賛成。

反対 田中  利德多田  伸治
令和２年度 公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）議案第72号

賛成

可決

日本政府は、核兵器の不拡散に関する条約に署名・批准後、核
不拡散・核軍縮・原子力の平和利用について先導的立場として
の役割を果たしてきている。禁止条約に参加すれば、国際社会
が保っている安全保障上のバランスを崩し、逆に不安定な状況
となる危険性がある。禁止条約への参加のみをもって、核兵器
廃絶に向けた道筋だとする趣旨に賛同できず反対。

核兵器禁止条約において批准国が50カ国を超え、令和3年1
月22日に発効する。日本政府は「核兵器による安全」ではな
く「核兵器のない世界による安全」を選択し、核兵器廃絶の
先頭に立たなければならない。世論調査でも条約に参加すべ
きとの声は7割を超えており、日本政府に対し条約の署名・批
准を求めるべきであり賛成。

反対 森川  佳英田中  直文

日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める
意見書の提出について

陳情第3号

賛成

可決

令和3年3月31日をもって閉所する谷住郷
保育所を、条例から削除するもの。

谷住郷保育所で働く保育士の今後は。問
意向調査を行い、渡津保育所での勤務を
考えている。

答

委員質疑●保育所条例（一部改正）

県の助成をうけ、本市の医療費助成の対象
者を小学生までに引き上げるための所要の
改正。小学生の自己負担は3割から1割に。

受給資格証はどのようなもので、配布の
スケジュールはどうなのか。

問
現在、未就学児に配布されているものと同
じもの。1月初めに小学生の保護者全員に、
交付申請書を返信用封筒と一緒に同封し
郵送。3月中旬を目途に交付予定。

答

委員質疑●医療費助成条例
　（一部改正）

建設経済委員会

総務民生委員会

45



議
長
職
は
表
決
権
な
し
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職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制定について
工事請負契約の変更契約の締結について
財産の取得について
財産の取得について
財産の取得について
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議案第66号
議案第67号
議案第68号
議案第69号

議案第70号
議案第71号

議案第72号

議案第73号

議案第74号
陳 情 第１号
陳 情 第２号

陳 情 第３号
意 見 第６号
意 見 第７号
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田

　厚

田 

中

　直 

文

永 

岡

　静 

馬

森 

脇

　悦 

朗
江津市役所の位置を変更する条例の制定について
江津市立保育所条例の一部を改正する条例制定について
江津市乳幼児等医療費助成条例の一部を改正する条例制定について
江津市地域経済牽引事業の促進を重点的に図るべき区域における固定
資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例制定について
令和２年度島根県江津市一般会計補正予算（第10号）を定めることについて
令和２年度島根県江津市後期高齢者医療事業特別会計補正予算
（第２号）を定めることについて
令和２年度島根県江津市公共下水道事業特別会計補正予算（第２
号）を定めることについて
市税外収入金の督促手数料及び延滞金徴収に関する条例等の一
部を改正する条例制定について
令和２年度島根県江津市一般会計補正予算（第11号）を定めることについて
「少人数学級制度の拡充を求める意見書」を国に提出することを求める陳情
「現行少人数学級制度縮小計画の凍結を求める意見書」を県に提
出することを求める陳情
日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書の提出について
少人数学級制度の拡充を求める意見書の提出について
現行少人数学級制度縮小計画の凍結を求める意見書の提出について

執
行
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陳
情

議
員
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案

本会議 における 賛成・反対意見

市役所の住所をシビックセンターゾーンへ変更する条例だが、
新住所は海抜が7ｍで、現住所の17.5 ～ 23.5ｍに比べて、
10ｍ以上も低く海岸線にも近いため、今後50年以上も使って
いくことになる市役所として、津波への備えが万全ではない。
「今さら」との声もあるが、市民の安心・安全は求め続けなけ
ればならないため反対。

新庁舎への移転に伴い、江津市役所の位置を変更するもので
あり、地方自治法第4条第1項において、「地方公共団体は、
その事務所の位置を定め又はこれを変更しようとするときは、
条例でこれを定めなければならない」とされている。
新庁舎について住所地番を定め、開庁に向けて準備をしていく
ため、条例を制定することが必要であり賛成。

反対 坂手  洋介森川  佳英

江津市役所の位置を変更する条例の制定議案第66号 可決
賛成

令和3年3月末で谷住郷保育所を閉所する条例だが、谷住郷
保育所の存続が、桜江町でのまちづくりや人口減少に歯止め
をかけている市民を支え、本市の各種計画で目標とされる「住
みやすさ」「利便性の向上」に寄与し、コロナ禍や災害時に保
育所が分散していることがメリットともなる。子どもたち一人ひ
とりに行き届いた保育を提供するため反対。

厚生労働省が定める保育指針で、ある程度の集団での保育が
必要とされている。また、谷住郷保育所に通っている子ども達
は、さくらえ保育園で受け入れることが可能であり、職員も渡
津保育所に勤務できるよう雇用も確保されていることから、特
に問題ないと思える。引き続き質の高い安全な保育サービス
が提供されることを要請し賛成。

反対 石橋  孝義森川  佳英

江津市立保育所条例の一部を改正する条例制定議案第67号

賛成

可決

補正予算案には、現庁舎から新庁舎への防災無線システムの
移転費用が含まれる。日本共産党江津市議団は、新庁舎につ
いて「防災対策のはずが、現庁舎よりも海岸線に近い低地に
立地し、津波被害を想定していない」と反対しており、そのよう
な場所への防災機能の移転は、市職員や市民を危険にさらす
ことになる。東日本大震災の教訓から「想定外」は通用しない。
将来世代への責任もあり、移転費用の計上には反対。

今回の補正予算は、神楽団等支援補助金450万円などの新型
コロナウイルス感染症対策費、被災家屋の公費解体関連の
1870万円などの７月豪雨対策費、小中学校などの維持補修費
840万円など、いずれも必要な予算措置と認め賛成。

反対 河野  正行多田  伸治
令和２年度 一般会計補正予算（第1０号）議案第70号

賛成
可決

下水道の本管工事の遅れから繰り越しを行うものだが、下水道の
接続率向上が見通せないのに3億5000万円もの税金をつぎ込む
無駄遣いの公共事業で、本来は早々に打ち切るべきもの。環境へ
の配慮として汚水処理は必要だが、江津市の身の丈にあった合
併浄化槽の普及などで対応できる。繰り越しは必要な処理かもし
れないが、そもそもやるべきではない事業であるため反対。

今回の補正予算は、令和2年度予算における繰越明許費の設
定である。この要因は、新型コロナウイルス感染症予防のため、
県外の設計請負業者が本市への移動を自粛したことにより、
設計業務の遅れが生じ、令和2年度中の工事完了が困難となっ
たことによる。公共下水道事業は、江津の自然を次世代に残す
ために必要であり、最善の策と考え賛成。

反対 田中  利德多田  伸治
令和２年度 公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）議案第72号

賛成

可決

日本政府は、核兵器の不拡散に関する条約に署名・批准後、核
不拡散・核軍縮・原子力の平和利用について先導的立場として
の役割を果たしてきている。禁止条約に参加すれば、国際社会
が保っている安全保障上のバランスを崩し、逆に不安定な状況
となる危険性がある。禁止条約への参加のみをもって、核兵器
廃絶に向けた道筋だとする趣旨に賛同できず反対。

核兵器禁止条約において批准国が50カ国を超え、令和3年1
月22日に発効する。日本政府は「核兵器による安全」ではな
く「核兵器のない世界による安全」を選択し、核兵器廃絶の
先頭に立たなければならない。世論調査でも条約に参加すべ
きとの声は7割を超えており、日本政府に対し条約の署名・批
准を求めるべきであり賛成。

反対 森川  佳英田中  直文

日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める
意見書の提出について

陳情第3号

賛成

可決

令和3年3月31日をもって閉所する谷住郷
保育所を、条例から削除するもの。

谷住郷保育所で働く保育士の今後は。問
意向調査を行い、渡津保育所での勤務を
考えている。

答

委員質疑●保育所条例（一部改正）

県の助成をうけ、本市の医療費助成の対象
者を小学生までに引き上げるための所要の
改正。小学生の自己負担は3割から1割に。

受給資格証はどのようなもので、配布の
スケジュールはどうなのか。

問
現在、未就学児に配布されているものと同
じもの。1月初めに小学生の保護者全員に、
交付申請書を返信用封筒と一緒に同封し
郵送。3月中旬を目途に交付予定。

答

委員質疑●医療費助成条例
　（一部改正）

建設経済委員会

総務民生委員会
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江津市をもっと

暮らしやすくするには、

こうしたらいいな

市Q A＆
の

の一般質問 市議

Q
危
険
空
家
に
対
し
早
急
な
対
策
を

AA
答
え
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

山根  兼三郎

空
家
対
策
等
計
画
の
策
定
が
必
須

Q
．県
内
で
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
。

A
．空
家
に
つ
い
て
の
条
例
を
制
定
済

み
が
松
江
・
雲
南
・
浜
田
の
３
市
、

空
家
対
策
計
画
を
策
定
済
み
が
本

市
を
除
く
７
市
と
な
っ
て
い
る
。ま

た
、解
体
除
却
を
支
援
す
る
補
助

事
業
を
実
施
し
て
い
る
の
は
、松

江
・
安
来
・
大
田
・
浜
田
・
益
田

の
５
市
。

Q
．危
険
空
家
へ
早
急
な
対
策
を
。

A
．「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」お
よ
び「
空
家
等

の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」の

制
定
に
よ
り
、所
有
者
な
ど
へ
の

適
正
管
理
の
義
務
付
け
や
、特
定

空
家
な
ど
に
対
す
る
勧
告
・
応
急

措
置
の
対
応
が
可
能
と
な
り
、平

成
30
年
度
以
降
、市
民
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
相
談
・
苦
情
64
件
に
つ
い

て
は
、全
て
所
有
者
な
ど
へ
通
知
・

助
言
を
行
っ
て
い
る
。

Q
．空
家
対
策
計
画
策
定
の
進
捗
状

況
は
。

A
．特
定
空
家
な
ど
の
解
体
除
却
を

支
援
す
る
補
助
事
業
を
活
用
す

る
に
は
、空
家
等
対
策
計
画
の
策

定
が
必
須
。条
例
制
定
後
、空
家

等
計
画
の
策
定
に
向
け
作
業
中
。

Q
．光
通
信
網
整
備
に
よ
る
効
果
は
。

A
．新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
、働
き
方
改
革
の
た
め
の
在
宅

勤
務
、ウ
ェ
ブ
会
議
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
に
係
る
在
宅
学
習
な
ど
へ
の

対
応
、有
福
温
泉
の
再
生
・Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
の
促
進
に
資
す
る
基
盤
整
備

が
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

【
産
業
の
振
興
】

Q
．新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
お
け
る
本
市
の
支
援
内

容
は
。

A
．本
市
で
は
持
続
化
応
援
金
、商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
感
染
症
対
応
支
援
事

業
補
助
金
、江
津
市
飲
食
店
・
宿

泊
施
設
感
染
症
予
防
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。11
月
か
ら
は
江
津

市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
飲
食
券
と
い
う

事
業
で
支
援
し
て
い
る
。

Q
．経
営
が
非
常
に
厳
し
く
な
っ
た

事
業
所
の
従
業
員
を
、ほ
か
の
企

業
へ
研
修
・
出
向
さ
せ
、雇
用
を

守
る
こ
と
は
。

A
．国
は
産
業
雇
用
安
定
助
成
金
を

創
設
し
、雇
用
を
守
ろ
う
と
し
て

お
り
、本
市
も
聴
き
取
り
調
査
を

検
討
す
る
。

Q
光
通
信
網
整
備
事
業
の
概
要
は

A
令
和
３
度
末
ま
で
に
市
内
全
域
へ

光
フ
ァ
イ
バ
に
よ
る
高
速
通
信
網
を
整
備

藤間  義明

対策が急がれる空き家

Q
本
市
の
児
童
虐
待
の

件
数
・
内
容
の
現
状
は

A
令
和
元
年
度
は
身
体
的
・
心
理
的
虐
待
、

ネ
グ
レ
ク
ト
の
相
談
が
10
件

鍛治  恵巳子

Q
．本
市
の
支
援
体
制
・
連
携
は
。

A
．障
が
い
が
あ
る
場
合
な
ど
は
、高

齢
者
障
が
い
者
福
祉
課
。経
済
的

支
援
は
社
会
福
祉
課
・
社
会
福
祉

協
議
会
。在
宅
児
の
場
合
は
、子

育
て
支
援
課
の
保
育
係
と
保
育
施

設
へ
の
入
所
や
一
時
預
か
り
な
ど

を
協
議
。市
民
に
寄
り
添
っ
た
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

Q
．夜
間
や
休
日
に
対
応
で
き
る
相

談
窓
口
を
。

A
．子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
子
育

て
支
援
課
が
窓
口
と
な
り
、専
門

的
機
関
へ
つ
な
ぐ
こ
と
も
あ
る
。児

童
期
は
教
育
委
員
会
と
子
育
て
支

援
課
が
、情
報
を
共
有
し
対
応
す

る
。夜
間
に
相
談
が
あ
れ
ば
、市

役
所
宿
直
か
ら
子
育
て
支
援
課
長

へ
連
絡
が
入
り
、緊
急
対
応
で
き

る
体
制
も
整
え
て
い
る
。

Q
．相
談
体
制
を
充
実
す
る
た
め
、専

門
職
・
専
任
職
の
配
置
を
。

A
．子
育
て
支
援
課
に
保
健
師
が
３

人
、社
会
福
祉
士
が
１
人
。配
置

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

Q
．一
時
保
護
に
よ
り
学
校
へ
登
校

で
き
な
い
児
童
へ
の
支
援
を
。

A
．児
童
生
徒
の
不
利
益
に
な
ら
な
い

よ
う
、校
長
判
断
で
出
席
扱
い
と

し
、保
護
中
も
学
習
プ
リ
ン
ト
な

ど
で
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

意見書を提出しました

全国の感染状況やワクチン・治療薬の開発状況な
どを見ても、この新型コロナウイルス危機が令和3年
４月までに収束する確証はなく、このような状況の中
で、今よりも教室を「密」にする施策は、少なくともこ
の危機が収束するまでは実施するべきでない。

現行少人数学級制度縮小計画の
凍結を求める意見書（県へ）

島根県内では、独自で全国でもトップクラスの少人
数学級制度や各種サポート教職員の配置等を
行っているが、本来は国の責任で少人数学級や教
職員の配置をすすめるべき。

少人数学級制度の拡充を求める
意見書 （国へ）

光ファイバを用いたケーブルテレビの例

※イメージ図
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江津市をもっと

暮らしやすくするには、

こうしたらいいな

市Q A＆
の

の一般質問 市議

Q
危
険
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に
対
し
早
急
な
対
策
を

AA
答
え
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
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■
■

山根  兼三郎

空
家
対
策
等
計
画
の
策
定
が
必
須

Q
．県
内
で
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
。

A
．空
家
に
つ
い
て
の
条
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を
制
定
済
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が
松
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・
雲
南
・
浜
田
の
３
市
、

空
家
対
策
計
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を
策
定
済
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が
本

市
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除
く
７
市
と
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っ
て
い
る
。ま

た
、解
体
除
却
を
支
援
す
る
補
助

事
業
を
実
施
し
て
い
る
の
は
、松

江
・
安
来
・
大
田
・
浜
田
・
益
田

の
５
市
。

Q
．危
険
空
家
へ
早
急
な
対
策
を
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A
．「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」お
よ
び「
空
家
等

の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」の

制
定
に
よ
り
、所
有
者
な
ど
へ
の

適
正
管
理
の
義
務
付
け
や
、特
定

空
家
な
ど
に
対
す
る
勧
告
・
応
急

措
置
の
対
応
が
可
能
と
な
り
、平

成
30
年
度
以
降
、市
民
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
相
談
・
苦
情
64
件
に
つ
い

て
は
、全
て
所
有
者
な
ど
へ
通
知
・

助
言
を
行
っ
て
い
る
。

Q
．空
家
対
策
計
画
策
定
の
進
捗
状

況
は
。

A
．特
定
空
家
な
ど
の
解
体
除
却
を

支
援
す
る
補
助
事
業
を
活
用
す

る
に
は
、空
家
等
対
策
計
画
の
策

定
が
必
須
。条
例
制
定
後
、空
家

等
計
画
の
策
定
に
向
け
作
業
中
。

Q
．光
通
信
網
整
備
に
よ
る
効
果
は
。

A
．新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
、働
き
方
改
革
の
た
め
の
在
宅

勤
務
、ウ
ェ
ブ
会
議
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
に
係
る
在
宅
学
習
な
ど
へ
の

対
応
、有
福
温
泉
の
再
生
・Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
の
促
進
に
資
す
る
基
盤
整
備

が
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

【
産
業
の
振
興
】

Q
．新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
お
け
る
本
市
の
支
援
内

容
は
。

A
．本
市
で
は
持
続
化
応
援
金
、商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
感
染
症
対
応
支
援
事

業
補
助
金
、江
津
市
飲
食
店
・
宿

泊
施
設
感
染
症
予
防
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。11
月
か
ら
は
江
津

市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
飲
食
券
と
い
う

事
業
で
支
援
し
て
い
る
。

Q
．経
営
が
非
常
に
厳
し
く
な
っ
た

事
業
所
の
従
業
員
を
、ほ
か
の
企

業
へ
研
修
・
出
向
さ
せ
、雇
用
を

守
る
こ
と
は
。

A
．国
は
産
業
雇
用
安
定
助
成
金
を

創
設
し
、雇
用
を
守
ろ
う
と
し
て

お
り
、本
市
も
聴
き
取
り
調
査
を

検
討
す
る
。

Q
光
通
信
網
整
備
事
業
の
概
要
は

A
令
和
３
度
末
ま
で
に
市
内
全
域
へ

光
フ
ァ
イ
バ
に
よ
る
高
速
通
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網
を
整
備

藤間  義明

対策が急がれる空き家

Q
本
市
の
児
童
虐
待
の

件
数
・
内
容
の
現
状
は

A
令
和
元
年
度
は
身
体
的
・
心
理
的
虐
待
、

ネ
グ
レ
ク
ト
の
相
談
が
10
件

鍛治  恵巳子

Q
．本
市
の
支
援
体
制
・
連
携
は
。

A
．障
が
い
が
あ
る
場
合
な
ど
は
、高

齢
者
障
が
い
者
福
祉
課
。経
済
的

支
援
は
社
会
福
祉
課
・
社
会
福
祉

協
議
会
。在
宅
児
の
場
合
は
、子

育
て
支
援
課
の
保
育
係
と
保
育
施

設
へ
の
入
所
や
一
時
預
か
り
な
ど

を
協
議
。市
民
に
寄
り
添
っ
た
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

Q
．夜
間
や
休
日
に
対
応
で
き
る
相

談
窓
口
を
。

A
．子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
子
育

て
支
援
課
が
窓
口
と
な
り
、専
門

的
機
関
へ
つ
な
ぐ
こ
と
も
あ
る
。児

童
期
は
教
育
委
員
会
と
子
育
て
支

援
課
が
、情
報
を
共
有
し
対
応
す

る
。夜
間
に
相
談
が
あ
れ
ば
、市

役
所
宿
直
か
ら
子
育
て
支
援
課
長

へ
連
絡
が
入
り
、緊
急
対
応
で
き

る
体
制
も
整
え
て
い
る
。

Q
．相
談
体
制
を
充
実
す
る
た
め
、専

門
職
・
専
任
職
の
配
置
を
。

A
．子
育
て
支
援
課
に
保
健
師
が
３

人
、社
会
福
祉
士
が
１
人
。配
置

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

Q
．一
時
保
護
に
よ
り
学
校
へ
登
校

で
き
な
い
児
童
へ
の
支
援
を
。

A
．児
童
生
徒
の
不
利
益
に
な
ら
な
い

よ
う
、校
長
判
断
で
出
席
扱
い
と

し
、保
護
中
も
学
習
プ
リ
ン
ト
な

ど
で
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

意見書を提出しました

全国の感染状況やワクチン・治療薬の開発状況な
どを見ても、この新型コロナウイルス危機が令和3年
４月までに収束する確証はなく、このような状況の中
で、今よりも教室を「密」にする施策は、少なくともこ
の危機が収束するまでは実施するべきでない。

現行少人数学級制度縮小計画の
凍結を求める意見書（県へ）

島根県内では、独自で全国でもトップクラスの少人
数学級制度や各種サポート教職員の配置等を
行っているが、本来は国の責任で少人数学級や教
職員の配置をすすめるべき。

少人数学級制度の拡充を求める
意見書 （国へ）

光ファイバを用いたケーブルテレビの例
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Q
．社
会
を
支
え
る
上
で
、ど
う
し
て

も
休
め
な
い
医
療
・
介
護
・
教
育
・

保
育
な
ど
の
ケ
ア
労
働
の
現
場

で
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
必
要
が

あ
り
、す
で
に
こ
う
い
っ
た
現
場

で
の「
社
会
的
検
査
」を
実
施
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。自
己
負

担
な
し
で
２
週
間
に
１
回
程
度

の
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行

い
、ケ
ア
労
働
の
現
場
の
安
全
を

守
る
べ
き
。感
染
拡
大
を
防
ぐ
た

め
の「
社
会
的
検
査
」の
実
施
を
。

A
．現
在
は
市
内
感
染
の
状
況
で
は
な

く
、市
民
の
感
染
予
防
対
策
の
励

行
、医
療
機
関
・
介
護
施
設
で
の

面
会
制
限
、職
員
の
健
康
管
理
の

取
り
組
み
で
、感
染
者
を
出
さ
な

い
状
態
を
保
て
て
い
る
た
め
、検

査
体
制
の
整
備
は
考
え
て
い
な
い
。

こ
れ
か
ら
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向

け
た
体
制
整
備
が
急
務
と
な
る

が
、そ
の
取
り
組
み
に
よ
り
感
染

拡
大
は
予
防
で
き
る
と
期
待
し
て

い
る
。

Q
．確
認
の
た
め
問
う
が
、ワ
ク
チ
ン

接
種
が
い
つ
に
な
る
か
判
っ
て

い
る
の
か
。

A
．接
種
の
時
期
・
対
象
者
な
ど
は
定

ま
っ
て
い
な
い
。

Q
仕
事
を
休
め
な
い
ケ
ア
労
働
の
現
場

で
の「
社
会
的
検
査
」の
実
施
を

A
市
内
感
染
の
状
況
で
な
い
た
め

考
え
て
い
な
い

多田  伸治

Q
種
子
法
廃
止
か
ら
２
年
経
過
し
た

が
、農
家
や
生
産
者
へ
の
影
響
は

A
県
が
廃
止
前
と
同
じ
種
子
の
生
産

供
給
に
取
り
組
み
、影
響
は
な
い

植田  好雄

Q
．種
苗
法
改
正
で
自
家
採
取
が
禁
止
・

許
諾
制
に
。農
家
の
コ
ス
ト
増
や

意
欲
喪
失
が
心
配
だ
が
状
況
は
。

A
．登
録
品
種
以
外
の
自
家
増
殖
は

可
能
。国
の
法
律
で
あ
り
、国
や

県
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

Q
．有
機
農
業
へ
の
影
響
は
。

A
．遺
伝
子
組
み
換
え
技
術
を
利
用
し

な
い
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、種
苗

法
改
正
に
よ
る
影
響
は
な
い
。

【
ク
マ
被
害
対
策
】

Q
．ク
マ
出
没
が
増
加
。人
身
被
害
は

な
い
が
、先
手
を
打
つ
対
策
を
。

A
．ク
マ
は
保
護
鳥
獣
指
定
で
、本
来

は
捕
獲
で
き
な
い
が
、人
身
被
害

の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、速
や

か
に
県
と
連
携
し
、捕
獲
が
可
能
。

【
現
庁
舎
な
ど
の
保
存
・
解
体
】

Q
．現
庁
舎
の
保
存
・
解
体
の
判
断
は
。

A
．令
和
３
年
度
末
を
目
標
に
第
三
者

機
関
で
検
討
す
る
。市
民
と
の
対

話
も
含
め
慎
重
に
対
応
し
た
い
。

Q
．旧
市
民
会
館
の
解
体
時
期
は
。

A
．国
の
空
家
対
策
担
い
手
強
化
・
連

携
モ
デ
ル
事
業
の
目
途
が
立
て
ば
、

国
庫
補
助
を
受
け
解
体
し
た
い
。現庁舎

Q
．本
市
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の

今
後
の
方
向
性
は
。

A
．様
々
な
手
続
き
の
簡
略
化
・
効
率

化
を
図
り
、創
造
的
な
業
務
や
市

民
と
向
き
合
う
業
務
な
ど
に
人
的

資
源
を
集
中
・
シ
フ
ト
す
べ
き
も

の
と
考
え
る
。

Q
．市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
携
帯
電
話

向
け
ア
プ
リ
の
利
用
は
。

A
．先
進
地
に
お
い
て
、特
に
子
育
て

世
代
の
利
用
実
績
が
高
く
、次
期

行
財
政
改
革
メ
ニ
ュ
ー
の
中
で
、導

入
や
活
用
を
検
討
し
た
い
。

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
】

Q
．マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険

証
利
用
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

A
．診
療
受
け
付
け
が
簡
素
化
で
き
る

ほ
か
、限
度
額
以
上
の
一
時
支
払
い

が
不
要
と
な
る
。ま
た
、マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
で
特
定
健
診
や
薬
の
情

報
が
一
括
管
理
で
き
る
。

Q
．マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険

証
と
し
て
利
用
す
る
に
は
。

A
．事
前
に
利
用
登
録
を
す
る
必
要
が

あ
る
。新
た
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
取
得
さ
れ
る
方
に
は
事
前
登

録
を
案
内
し
、登
録
事
務
を
行
っ

て
い
る
。す
で
に
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
る
方
に
は
、マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
も

利
用
登
録
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

Q
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
お
け
る

本
市
の
認
識
は

A
利
便
性
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

坂手  洋介マイナンバーカードの保険証利用

Q
現
市
庁
舎
の
後
利
用
と
し
て

市
立
図
書
館
を

A
利
用
は
不
可
能
で
は
な
い
が
、

詳
細
調
査
が
必
要

田中  利德

Q
．現
在
の
江
津
市
図
書
館
に
つ
い

て
教
育
委
員
会
の
認
識
は
。

A
．昭
和
49
年
の
開
設
以
来
、建
て
替
え

は
行
わ
れ
て
い
な
い
。約
７
万
３
０

０
０
冊
の
蔵
書
に
対
し
て
開
架
・
閲

覧
ス
ペ
ー
ス
の
広
さ
、検
索
シ
ス
テ
ム

を
含
む
提
供
機
能
、駐
車
ス
ペ
ー
ス

や
県
道
か
ら
の
侵
入
路
な
ど
、多
く

の
課
題
が
あ
る
。

Q
．教
育
格
差
解
消
の
た
め
に
も
早

急
な
市
立
図
書
館
の
充
実
を
。

A
．平
成
23
年
３
月
に
建
設
基
本
計
画

が
策
定
さ
れ
、平
成
28
年
度
に
新

築
開
館
の
案
は
あ
っ
た
が
、実
現
し

て
い
な
い
。現
在
は
、西
部
統
合
小

学
校
建
設
と
並
ぶ
重
要
課
題
と
し

て
位
置
付
け
、中
期
財
政
計
画
に

盛
り
込
ん
で
お
り
、早
期
建
設
を
望

ん
で
い
る
。財
政
的
な
こ
と
を
含
め
、

全
体
計
画
の
中
で
建
設
時
期
を
検

討
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Q
．「
現
庁
舎
の
今
後
の
在
り
方
」へ
の

意
見
募
集
の
結
果
は
。

A
．保
存
・
活
用
が
83
％
、解
体
が

17
％
で
あ
っ
た
。保
存
理
由
と
し

て
、建
築
的
価
値
や
江
津
市
の
象

徴
的
な
建
物
で
あ
る
と
す
る
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、保
存
を
望

む
意
見
の
72
％
が
図
書
館
利
用
を

と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

　
　  

図
書
館
と
し
て
利
用
す
る
場
合

は
、詳
細
な
調
査
が
必
要
。

江津市図書館

※

種
子
法
と
は
、優
良
な
種
子
の
生
産
・
普
及

に
都
道
府
県
の
生
産
体
制
を
定
め
た
法
律
。

※

種
苗
法
と
は
、育
成
し
た
新
品
種
を
登
録
制

で
、育
成
者
の
知
的
所
有
権
を
守
る
法
律
。

対象施設 対象者

介護事業所・障害者施設 職員、入所・宿泊の利用者
感染者が発生した施設の利用者

一時保護所・
児童養護施設等
保育園・幼稚園

小学校・中学校
放課後児童クラブ

職員、入所者、感染者が発生した
施設の利用者

教員、職員

世田谷区が実施する「社会的検査」の対象
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Q
．社
会
を
支
え
る
上
で
、ど
う
し
て

も
休
め
な
い
医
療
・
介
護
・
教
育
・

保
育
な
ど
の
ケ
ア
労
働
の
現
場

で
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
必
要
が

あ
り
、す
で
に
こ
う
い
っ
た
現
場

で
の「
社
会
的
検
査
」を
実
施
し

て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。自
己
負

担
な
し
で
２
週
間
に
１
回
程
度

の
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行

い
、ケ
ア
労
働
の
現
場
の
安
全
を

守
る
べ
き
。感
染
拡
大
を
防
ぐ
た

め
の「
社
会
的
検
査
」の
実
施
を
。

A
．現
在
は
市
内
感
染
の
状
況
で
は
な

く
、市
民
の
感
染
予
防
対
策
の
励

行
、医
療
機
関
・
介
護
施
設
で
の

面
会
制
限
、職
員
の
健
康
管
理
の

取
り
組
み
で
、感
染
者
を
出
さ
な

い
状
態
を
保
て
て
い
る
た
め
、検

査
体
制
の
整
備
は
考
え
て
い
な
い
。

こ
れ
か
ら
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向

け
た
体
制
整
備
が
急
務
と
な
る

が
、そ
の
取
り
組
み
に
よ
り
感
染

拡
大
は
予
防
で
き
る
と
期
待
し
て

い
る
。

Q
．確
認
の
た
め
問
う
が
、ワ
ク
チ
ン

接
種
が
い
つ
に
な
る
か
判
っ
て

い
る
の
か
。

A
．接
種
の
時
期
・
対
象
者
な
ど
は
定

ま
っ
て
い
な
い
。

Q
仕
事
を
休
め
な
い
ケ
ア
労
働
の
現
場

で
の「
社
会
的
検
査
」の
実
施
を

A
市
内
感
染
の
状
況
で
な
い
た
め

考
え
て
い
な
い

多田  伸治

Q
種
子
法
廃
止
か
ら
２
年
経
過
し
た

が
、農
家
や
生
産
者
へ
の
影
響
は

A
県
が
廃
止
前
と
同
じ
種
子
の
生
産

供
給
に
取
り
組
み
、影
響
は
な
い

植田  好雄

Q
．種
苗
法
改
正
で
自
家
採
取
が
禁
止
・

許
諾
制
に
。農
家
の
コ
ス
ト
増
や

意
欲
喪
失
が
心
配
だ
が
状
況
は
。

A
．登
録
品
種
以
外
の
自
家
増
殖
は

可
能
。国
の
法
律
で
あ
り
、国
や

県
の
動
向
を
注
視
し
た
い
。

Q
．有
機
農
業
へ
の
影
響
は
。

A
．遺
伝
子
組
み
換
え
技
術
を
利
用
し

な
い
こ
と
が
基
本
で
あ
り
、種
苗

法
改
正
に
よ
る
影
響
は
な
い
。

【
ク
マ
被
害
対
策
】

Q
．ク
マ
出
没
が
増
加
。人
身
被
害
は

な
い
が
、先
手
を
打
つ
対
策
を
。

A
．ク
マ
は
保
護
鳥
獣
指
定
で
、本
来

は
捕
獲
で
き
な
い
が
、人
身
被
害

の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、速
や

か
に
県
と
連
携
し
、捕
獲
が
可
能
。

【
現
庁
舎
な
ど
の
保
存
・
解
体
】

Q
．現
庁
舎
の
保
存
・
解
体
の
判
断
は
。

A
．令
和
３
年
度
末
を
目
標
に
第
三
者

機
関
で
検
討
す
る
。市
民
と
の
対

話
も
含
め
慎
重
に
対
応
し
た
い
。

Q
．旧
市
民
会
館
の
解
体
時
期
は
。

A
．国
の
空
家
対
策
担
い
手
強
化
・
連

携
モ
デ
ル
事
業
の
目
途
が
立
て
ば
、

国
庫
補
助
を
受
け
解
体
し
た
い
。現庁舎

Q
．本
市
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
の

今
後
の
方
向
性
は
。

A
．様
々
な
手
続
き
の
簡
略
化
・
効
率

化
を
図
り
、創
造
的
な
業
務
や
市

民
と
向
き
合
う
業
務
な
ど
に
人
的

資
源
を
集
中
・
シ
フ
ト
す
べ
き
も

の
と
考
え
る
。

Q
．市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
携
帯
電
話

向
け
ア
プ
リ
の
利
用
は
。

A
．先
進
地
に
お
い
て
、特
に
子
育
て

世
代
の
利
用
実
績
が
高
く
、次
期

行
財
政
改
革
メ
ニ
ュ
ー
の
中
で
、導

入
や
活
用
を
検
討
し
た
い
。

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
】

Q
．マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険

証
利
用
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

A
．診
療
受
け
付
け
が
簡
素
化
で
き
る

ほ
か
、限
度
額
以
上
の
一
時
支
払
い

が
不
要
と
な
る
。ま
た
、マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
で
特
定
健
診
や
薬
の
情

報
が
一
括
管
理
で
き
る
。

Q
．マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険

証
と
し
て
利
用
す
る
に
は
。

A
．事
前
に
利
用
登
録
を
す
る
必
要
が

あ
る
。新
た
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
取
得
さ
れ
る
方
に
は
事
前
登

録
を
案
内
し
、登
録
事
務
を
行
っ

て
い
る
。す
で
に
カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
る
方
に
は
、マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
も

利
用
登
録
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

Q
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
お
け
る

本
市
の
認
識
は

A
利
便
性
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

坂手  洋介マイナンバーカードの保険証利用

Q
現
市
庁
舎
の
後
利
用
と
し
て

市
立
図
書
館
を

A
利
用
は
不
可
能
で
は
な
い
が
、

詳
細
調
査
が
必
要

田中  利德

Q
．現
在
の
江
津
市
図
書
館
に
つ
い

て
教
育
委
員
会
の
認
識
は
。

A
．昭
和
49
年
の
開
設
以
来
、建
て
替
え

は
行
わ
れ
て
い
な
い
。約
７
万
３
０

０
０
冊
の
蔵
書
に
対
し
て
開
架
・
閲

覧
ス
ペ
ー
ス
の
広
さ
、検
索
シ
ス
テ
ム

を
含
む
提
供
機
能
、駐
車
ス
ペ
ー
ス

や
県
道
か
ら
の
侵
入
路
な
ど
、多
く

の
課
題
が
あ
る
。

Q
．教
育
格
差
解
消
の
た
め
に
も
早

急
な
市
立
図
書
館
の
充
実
を
。

A
．平
成
23
年
３
月
に
建
設
基
本
計
画

が
策
定
さ
れ
、平
成
28
年
度
に
新

築
開
館
の
案
は
あ
っ
た
が
、実
現
し

て
い
な
い
。現
在
は
、西
部
統
合
小

学
校
建
設
と
並
ぶ
重
要
課
題
と
し

て
位
置
付
け
、中
期
財
政
計
画
に

盛
り
込
ん
で
お
り
、早
期
建
設
を
望

ん
で
い
る
。財
政
的
な
こ
と
を
含
め
、

全
体
計
画
の
中
で
建
設
時
期
を
検

討
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Q
．「
現
庁
舎
の
今
後
の
在
り
方
」へ
の

意
見
募
集
の
結
果
は
。

A
．保
存
・
活
用
が
83
％
、解
体
が

17
％
で
あ
っ
た
。保
存
理
由
と
し

て
、建
築
的
価
値
や
江
津
市
の
象

徴
的
な
建
物
で
あ
る
と
す
る
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、保
存
を
望

む
意
見
の
72
％
が
図
書
館
利
用
を

と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

　
　  

図
書
館
と
し
て
利
用
す
る
場
合

は
、詳
細
な
調
査
が
必
要
。

江津市図書館

※

種
子
法
と
は
、優
良
な
種
子
の
生
産
・
普
及

に
都
道
府
県
の
生
産
体
制
を
定
め
た
法
律
。

※

種
苗
法
と
は
、育
成
し
た
新
品
種
を
登
録
制

で
、育
成
者
の
知
的
所
有
権
を
守
る
法
律
。

対象施設 対象者

介護事業所・障害者施設 職員、入所・宿泊の利用者
感染者が発生した施設の利用者

一時保護所・
児童養護施設等
保育園・幼稚園

小学校・中学校
放課後児童クラブ

職員、入所者、感染者が発生した
施設の利用者

教員、職員

世田谷区が実施する「社会的検査」の対象
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Q
．本
市
財
政
の
依
存
財
源（
国
・
県

か
ら
の
支
出
金
な
ど
）で
大
き
な

ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
過
疎
債
の

適
用
事
業
効
果
は
。

A
．起
債
発
行
額
に
占
め
る
過
疎
債
の

割
合
は
大
き
い
。令
和
元
年
度
は
、

学
校
空
調
整
備
事
業
や
地
域
医

療
整
備
事
業
な
ど
、ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
面
で
重
要
な
事
業
を
展
開
し
、

成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

Q
．令
和
３
年
度
の
予
算
の
編
成
作

業
に
差
し
掛
か
る
時
期
だ
が
、新

た
な
過
疎
法
の
見
通
し
は
。

A
．今
ま
で
の
要
望
活
動
の
中
で
、令

和
３
年
度
の
新
し
い
過
疎
法
の
概

要
で
は
、「
全
部
過
疎
」の
指
定
を

受
け
、多
く
の
事
業
で
過
疎
債
を

活
用
で
き
る
見
通
し
。

【
水
産
業
の
振
興
】

Q
．本
市
は
１
次
産
業
で
あ
る
水
産

業
の
振
興
に
注
力
す
べ
き
だ
。振

興
策
は
。

A
．漁
礁
の
設
置
・
藻
場
の
整
備
・
新

た
な
好
漁
場
の
開
拓
な
ど
の
漁
場

の
環
境
整
備
や
、新
規
就
労
者
支

援
・
６
次
産
業
化
推
進
な
ど
積
極

的
に
取
り
組
む
。

Q
過
疎
地
域
の
自
立
促
進
を
目
的
と

し
た
過
疎
法
の
今
後
の
見
通
し
は

A
財
政
運
営
で
重
要
な
、令
和
３
年
４
月

の
新
過
疎
法
の
動
向
を
注
視
す
る

田中  直文栽培漁業「ヒラメの放流」

Q
新
庁
舎
で
は
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を

A
テ
レ
ビ
電
話
の
活
用
な
ど
で
ワ
ン
フ

ロ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
予
定

森川  佳英

Q
．令
和
３
年
５
月
に
新
庁
舎
の
運

用
が
始
ま
る
が
、教
育
委
員
会
・

水
道
課
・
下
水
道
課
な
ど
は
、分

庁
舎
へ
の
配
置
と
な
る
。来
庁
者

に
は
移
動
が
困
難
な
人
も
い
る
。

一
つ
の
窓
口
で
市
民
は
歩
か
ず
、

職
員
が
出
向
き
相
談
に
対
応
す

る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の

実
現
を
。

A
．ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
、

ワ
ン
フ
ロ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
予
定
し
て

い
る
。件
数
が
少
な
い
と
は
い
え
、

分
庁
舎
・
水
道
庁
舎
な
ど
の
距
離

が
離
れ
た
窓
口
は
、テ
レ
ビ
電
話

の
活
用
や
分
掌
事
務
の
見
直
し
を

行
う
。距
離
は
現
状
よ
り
離
れ
て

も
、窓
口
サ
ー
ビ
ス
は
良
く
な
る
よ

う
に
努
力
す
る
。

Q
．「
〇
〇
の
手
続
き
に
は
、お
よ
そ

何
日
か
か
り
ま
す
」な
ど
、必
要

な
所
要
時
間
な
ど
が
一
目
で
わ

か
る
案
内
、業
務
内
容
を
表
示
し

て
は
。

A
．再
度
来
庁
し
な
い
で
済
む
よ
う
、

郵
送
の
利
用
な
ど
工
夫
し
て
い
る
。

Q
．窓
口
へ
の
市
民
の
誘
導
と
手
続

き
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
フ
ロ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
配
置
を
。

A
．来
庁
者
が
困
ら
な
い
よ
う
、１
階

入
口
に
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
的
役

割
や
総
合
案
内
機
能
を
果
た
す

市
民
生
活
課
を
配
置
す
る
予
定
。令和３年５月開庁予定の新庁舎

Q
．大
規
模
氾
濫
時
の
減
災
対
策
協

議
会
と
は
。

A
．江
の
川
下
流
域
に
お
い
て
、国
交
省
・

気
象
台
・
島
根
県
・
江
津
市
を
含
む

沿
川
自
治
体
で
構
成
し
て
お
り
、減

災
の
取
組
み
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
、

協
議
・
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

Q
．気
候
変
動
の
影
響
で
、大
規
模
自
然

災
害
に
対
応
す
る
、流
域
全
体
の
地

域
治
水
と
し
て
の
考
え
は
。

A
．激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
水
害
に
対

応
す
る
た
め
、あ
ら
ゆ
る
関
係
者

が
流
域
全
体
で
流
域
治
水
へ
転
換

し
て
、施
策
な
ど
を
充
実
し
、安

全
度
向
上
を
実
現
す
る
。

【
地
域
福
祉
の
現
状
】

Q
．市
民
福
祉
の
状
況
変
化
の
実
情

把
握
は
。

A
．ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
、ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
を
対
象
に
、実

態
や
ニ
ー
ズ
の
調
査
、さ
ら
に
介
護

職
員
の
意
識
調
査
を
実
施
し
、状

況
を
把
握
し
て
い
る
。

Q
．高
齢
者
福
祉
計
画
・
障
が
い
者
福

祉
計
画
の
改
定
の
主
要
点
は
。

A
．医
療
と
介
護
の
連
携
、介
護
人
材

の
確
保
、障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
を
新
た
に
追
加
し
、地
域

共
生
社
会
の
実
現
や
、感
染
症
対

策
に
つ
い
て
示
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

Q
江
の
川
流
域
全
体
で
の

堤
防
な
ど
の
進
捗
状
況
は

A
島
根
県
側
は
約
53
％
、

広
島
県
側
は
約
85
％
と
な
っ
て
い
る

森川  和英

Q
令
和
３
年
度
財
政
運
営
の

見
通
し
は

A
コ
ロ
ナ
禍
で
減
収
傾
向
に
あ
り
、

国
・
県
と
の
連
携
を
強
化
す
る

石橋  孝義

Q
．自
治
体
の
財
政
は
、自
主
財
源
の

割
合
か
ら「
三
割
自
治
」と
も
言

わ
れ
る
が
、令
和
３
年
度
の
自
主

財
源
の
見
通
し
は
。

A
．市
民
税
・
固
定
資
産
税
・
償
却
資

産
と
も
減
収
の
見
込
み
。現
時
点

で
は
減
収
率
・
減
収
税
額
は
わ
か

ら
な
い
。

Q
．国
・
県
か
ら
の
支
出
金
な
ど
に
よ

る
依
存
財
源
の
見
通
し
は
。

A
．地
方
交
付
税
や
国
か
ら
の
交
付
金

は
減
額
の
見
通
し
。財
源
を
有
効

に
活
用
す
る
予
算
編
成
が
大
切
と

考
え
る
。

Q
．先
延
ば
し
に
な
っ
て
い
る「
西
部

統
合
小
学
校
」は
、こ
れ
か
ら
着

手
し
て
も
竣
工
に
は
７
年
程
度

は
か
か
る
た
め
、地
元
は
も
う
待

て
な
い
の
で
は
な
い
か
。新
庁
舎

完
成
後
の
早
期
着
手
で
、教
育
環

境
格
差
の
解
消
を
。

A
．最
優
先
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

速
や
か
に
着
手
を
求
め
る
強
い
思

い
も
十
分
踏
ま
え
、将
来
を
見
据

え
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
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お
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の

割
合
か
ら「
三
割
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治
」と
も
言
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れ
る
が
、令
和
３
年
度
の
自
主
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源
の
見
通
し
は
。

A
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民
税
・
固
定
資
産
税
・
償
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資
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と
も
減
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の
見
込
み
。現
時
点

で
は
減
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率
・
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税
額
は
わ
か

ら
な
い
。

Q
．国
・
県
か
ら
の
支
出
金
な
ど
に
よ

る
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存
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源
の
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通
し
は
。
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方
交
付
税
や
国
か
ら
の
交
付
金

は
減
額
の
見
通
し
。財
源
を
有
効

に
活
用
す
る
予
算
編
成
が
大
切
と

考
え
る
。

Q
．先
延
ば
し
に
な
っ
て
い
る「
西
部

統
合
小
学
校
」は
、こ
れ
か
ら
着

手
し
て
も
竣
工
に
は
７
年
程
度

は
か
か
る
た
め
、地
元
は
も
う
待

て
な
い
の
で
は
な
い
か
。新
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舎

完
成
後
の
早
期
着
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で
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環

境
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差
の
解
消
を
。
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る
。
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題字：■■ ■■さん
　　　（■■■■■■■■ ■■・■■科■年）

■■ ■■

編
集
後
記

議
会
を
傍
聴
し
よ
う

江
津
市
議
会
で
は
皆
さ
ん
の

傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
傍
聴
を
ご
希
望
の
方
は
、

議
会
開
催
日
に
本
庁
３
階
の

議
会
事
務
局
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

議
会
へ
参
加
し
よ
う

市
政
に
対
し
て
意
見
や
要
望

が
あ
れ
ば
、
議
会
へ
請
願
・

陳
情
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
願
の
場
合
は
市
議
会
議
員

の
紹
介
が
必
要
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■編集・発行責任者

議　　長　

■市議会だより編集特別委員会

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

鍛治  恵巳子
坂手 　 洋介
植田　  好雄
多田 　 伸治
山根  兼三郎
河野　  正行
永岡　  静馬

森脇     悦朗

市議会だより（令和3年2月1日）　　［ 編 集 ］市議会だより編集特別委員会 　 ［ 発 行 ］江津市議会事務局 ☎（0855）52‐7498
［ ホームページアドレス ］ https://www.city.gotsu.lg.jp/site/gikai/ （江津市HP内）

請
願
・
陳
情
締
切
／
２
月
18
日
午
前
中
ま
で

次
回
３
月
定
例
会 

　
令
和
２
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

日
本
の
み
な
ら
ず
、世
界
中
が
翻
弄
さ
れ
た

一
年
で
し
た
。

 

　
こ
の
厄
介
な
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
に
、負

け
る
わ
け
に
い
き
ま
せ
ん
。ウ
イ
ル
ス
の
詳

細
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、確
実
に
言
え
る
こ

と
は
、一
人
ひ
と
り
が
マ
ス
ク
の
着
用
や
徹

底
し
た
手
指
の
消
毒
、大
人
数
で
の
会
食
を

控
え
る
な
ど
、で
き
る
こ
と
を
確
実
に
実
行

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
長
い
闘
い
に
な
り
、少
し
疲
れ
て
き
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、も
う
少
し
で
ワ
ク

チ
ン
が
日
本
で
も
打
て
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。も
う
少
し
で
暖
か
い
春
も
や
っ
て
き
ま

す
。新
し
い
希
望
に
萌
え
て
、今
年
も
、頑
張

り
ま
し
ょ
う
。　
　  

　
　
　  （
永
岡 

静
馬
）

※開始時間は予定です。

市
議
会
だ
よ
り
は

こ
ち
ら
か
ら

委員会
（予算決算）

本会議
（一般質問）

本会議

委員会
（予算決算）

全員協議会 委員会
（議会運営）

委員会
（総務民生）

15:00～

10:00～

本会議
（一般質問）

10:00～ 9:30～

委員会
（建設経済）

9:30～

委員会
（予算決算）

9:30～

9:30～ 9:30～

10:00～

議員連絡会

9:30～

9:30～

2/21 22 23 24 25 26 27

28 3/1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

日 月 火 水 木 金 土

情報交換会
9:30～

本会議
14:00～

ごうつ
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議員活動レポート
12月22日（火）に江津中学校３年生と市議会で、議員はどのような
仕事をしているのかという主権者教育と、江津市の良い点や問題点
を考える「合同ミーティング」を行いました。江津市議会が昨年９月
末に作成し、全戸配布した「チャレンジ江津市議会」のチラシが縁
で、社会科の齊藤先生が江津市議会に対する生徒からの要望を取
りまとめ、それを解決する施策や将来への展望などを、6つのグルー
プに分かれ合同ミーティング
を各クラスで行いました。
様々なご意見をいただきまし
たが、今後の議員活動の一環
として、一般質問や市長、議長
要望を作成するなど、生徒の
意見が一つでも多く実現でき
るよう努力してまいります。

この度は、本市議会副議長の栄職に
就かせていただくことになり、その責
務の重さを深く受け止めております。
今後は、議長を代理する職であるこ
とを念頭に置き、微力ながらも議会
の公正かつ適切な運営と市政の発
展に心がけ、市民の皆様の負託に応
えるべく尽力してまいりますのでどう
ぞご支援・ご鞭撻をいただきますよ
うお願い申し上げ、就任の挨拶とさ
せていただきます。　　　

副議長
就任

江津中学校での授業

藤間 義明
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